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司会

中心市街地活性化シンポジウムの研究会３を始めさせていただきたいと思います。研究会３の司会は、引き続きまして、私、開催事務局であります価値総合研究所の目黒が務めさせていただきます。どうぞ、よろしくお願いいたします。

　さて、この研究会３は、「元気な個店が生きる街」をテーマに、個店の力を伸ばすための取り組み、そして、元気なお店づくりのための創意工夫などについて、事例を交えて皆様とご議論してまいりたいというふうに考えております。

研究会の進め方といたしましては、まず最初に、資料集７ページに紹介させていただきました、熱心なお取り組みを展開されております３つの地域の皆様に、その概要をご発表していただきます。特に、今回のシンポジウムでは、そのお取り組みにご参画されていただきましたお店の方をＡさん、そして、そのお取り組みを推進された方をＢさんという形にしておりますので、Ａさん、Ｂさん、それぞれの視点、お立場から、そのお取り組みについての感想や成果などについてもお話いただけると思います。

その後、コーディネーターの先生を中心にパネルディスカッションに移りまして、各取り組みのポイントや留意点等々を掘り下げていきたいと考えております。また、パネルディスカッションでは、会場の皆様もご一緒になった質疑応答、意見交換へと発展をさせていきたいと考えております。

　研究会の終了時間は概ね５時を予定しております。限られた時間ではありますが、皆さん、どうぞよろしくお願いいたします。

　それでは、早速ではありますが、各自のお取り組みのご発表に移りたいと思います。

　まず最初に、品川区の中延商店街のお取り組みのご紹介をさせていただきたいと思います。それでは、中延商店街振興組合の皆様、前のほうにお願いいたします。
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　中延商店街では、どこの地域よりも生活感ある街づくりを目指すためには、お店の魅力づくりが大切と考え、全国で初めて個店の通信簿作成を商店街事業として実施されております。本日は、通信簿をもとに個店の改善に取り組まれましたＡさんとして、カメラ店をご経営されております大林清浩様、そして、通信簿事業の推進役としてご活躍されましたＢさんといたしまして、中延商店街振興組合副理事長の鶴田劭様においでいただきました。本日は、そのようなご経験を生かしたお話を頂戴いたしたいと思います。資料は、資料集の121ページにまとめさせていただいております。それでは、よろしくお願いいたします。

大林

それでは限られた時間でございますけれども、簡単に概略から申し述べたいと思います。

まず、私ども商店街は、第二国道沿いにございます都営地下鉄１号線の中延駅、東急大井町線の中延駅と、東急池上線の荏原中延駅を結んでいる中に私どもの商店街がございます。昭和43年にはアーケードを造りました。

私は商店街の役員を約30年やっており、商店街の活性化を目指して、商店街の全員が一丸に、みんなでスクラムを組んで、イベント等、いろいろなことに取り組んでやってまいりました。しかし、衰退する商店街の一つになりかねない。そういうことから、後段で鶴田が説明いたしますけれども、みんなで仲良くなる商店街ではなくて、“消費者は個店を見ているのだ”、“個店が元気良くなれば、必然的に商店街も良くなる”ということで、個店の通信簿というものを作りまして、この事業に取り組んだわけでございます。

　この事業では、１年度に５店舗くらい手を上げた個店に商店街の公費を使って応援しようというものです。

　ご案内のとおり、私はカメラ屋でございます。写真というのはフィルムに写してプリントする、100年来続いた目に見える商いでございました。しかし、ここ２～３年で急速にデジタル化が進みまして、今は約30％ほどがデジタルカメラのデジタルプリントです。それに対応するために個店で投資する費用は約1,500万～2,000万円かかります。けれども“常に一歩前に進まなければ自分の店は残らないのだ”、そういう意識にさせたのも後段申し上げる個店の通信簿です。先ほどの基調講演の中にありました「生活者の視点」、これは永遠のテーマでございますけれども、お客様は今どういうものを求めているか等を暗中模索しながら頑張っておる次第でございます。

繰り返しとなりますが、私どものこの事業は、商店街が良くなるには個店が良くなることだという発想から始まった事業でございます。そして、役員の中でも一風変わった、ここにいる鶴田というのが、“もう、ダメな店はやめていってもらいたい”と、暗にそのようなことを言いながら全員を引っ張ってきた次第でございます。

　後段は、鶴田のほうから説明をさせていただきます。

鶴田

中延商店街の鶴田と申します。あまりしゃべるのがうまくないので、お聞き苦しい点はご了承ください。
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バブルが弾けた頃から、商店主が腕を組んで青い顔をしているような現状が多くの見えるようになってきました。その間も悶々としていたのですが、平成の５・６年頃、“何かをやらなければいけない”と考えるようになりました。

うちの商店街はイベントを品川で一、二位を争うほどやっております。ハードも、アーケードあり、カラー舗装あり、統一看板あり、コミュニティ広場も持っているという具合に、商店街としてのハード機能はほとんど持ち合わせているのです。しかし、お客さんが来ない。

何で来ないのかなということの現状認識をしようと、いろいろアンケートを作りました。以前にもアンケートをやったのですが、どうも報告書ができてしまうと、タンスの上だとか、机の引き出しに入って、それっきりになってしまう。つまり、報告書を作るのが目的のような感じがしておりました。そこで今回は、自分たちは何を悩んで、何を聞きたいのか、何を知りたいのかという設問を自分たちで作って実施したわけです。それを商店主、来街者、近辺の消費者、それに商店主婦を入れまして、その四方に同じ設問で質問を投げかけて、アンケートを実施いたしました。

その中で一番気がついたのが、商店主と一般消費者とのギャップが非常に大きいということです。自分の店は品揃えも万全、接客も万全という商店主が全体の８割くらいいるのですが、消費者のほうは全然それを感じていない。もう一つは、一般消費者と商店主婦が比較的似通って傾向にあることです。商店街の主婦は、ある意味では消費者でありますから、当然そのような感じになってくるわけですね。

そこで出た結論が、先ほど申しました“商店街の活性化なんていうのは、イベントをやったりハードを充実しても、あまり良くならない。いわゆる個店が光る・光っている個店が並ぶことこそが商店街を活性化してくるのだ”ということです。

我々も、それをやる前には、いろいろな場所を見学に行ったりしたのですが、いろいろとハードが完備されて、きれいな店が並んでいても無機質というか、血の通っていないような商店街が多かったように思いました。うちのほうは、もっとドロドロしたと申しますか、下町独特の何でもありの商店街で行こうという方針を立て、小さい子からおじいちゃん、おばあちゃんまでが来て、そこで何時間でもいられるような街をつくっていく、いわゆる生活感のある街づくりをしていこうという一点で実施してきたわけです。

しかし、お客さんは減っていく。アンケートを見て、自分の店を改善した店も何軒かありましたが、ほとんどの店は中々動こうとしない。そこで、どうしたらそれを喚起できるかということで、通信簿を作ったわけです。

この事業をやる前に、商店街の有志と学識経験者、街の買い物に来るモニターで「活・活（いきいき）委員会」というものを立ち上げました。モニターは、20代～60代の女性だけ揃えました。そういう人たちが、覆面で、それぞれの店の評価を12項目くらいにわたって採点いたしまして、各店主を一堂に集めて通信簿を配ったわけです。初めは喧々囂々で、ブツブツ文句ばかり言われました。特に、同業間同士で点数の優劣がつきますと、「何でうちがあそこより劣るんだ」とか、「何であそこに負けるんだ」とかということをさんざん言われました。が、逆に、それが商店の危機感、経営の危機感を煽るような形になりまして、そのあと作る「集客力強化事業」につながっていったわけです。

「集客力強化事業」と申しますのは、先ほど言いました“個店が強くなければ商店街はダメになる”という一念だけです。ですから、個店をどうにか援助できないかということで立ち上げた事業であります。補助金も、いただけるものならいただこうということで、もらいに行きました。しかし、役所では“個店を強化するのに公の資金は出せない”ということで、１年半くらいすったもんだしておりました。ところが、中小企業公社ですか、そこにいた若い方が“すごくおもしろいから、ぜひ、実現させてくれ”と言っていただき、我々も力強い味方ができたという感じで、何回も何回も説得に行って、やっと総額400万円くらいの事業費の３分の２をもらえる形になりました。費用的にはこれで非常に楽だったと思っております。

　商店街では、モデル店になった個店に対して、１年間の商店街のありとあらゆる売り出しその他の全部のチラシにその店舗名を入れて、モデル店ののぼり旗も立てて、街中挙げて応援するような形をとってまいりました。それを３年から４年続けて、20店舗くらいの店舗が経営改善をしてきたわけです。その中には、途中で挫折したのも２店舗くらいあります。反対に前年より５割も伸びたという店もあります。ですので改善は、その店の取り組み次第だと思っております。

　ところが、商店街の金を特定の個店に使うものですから、そこでも、また、いろいろな異論が出ました。“ブツブツ言うのだったらこの事業に参加してくれ”と逆に説得して今日までやってまいりました。

モデル店の義務といたしましては、改善していることを逐一回覧板で流して組合員全員に知らせることです。そして、１年の集大成の時には、モデル店を中心にパネルディスカッションを行い、いろいろな質問をぶつけながらやっていく。こういうようなスタイルをとりました。時間がないので、あまり細かいことは説明できないですけれど、資料の中に手法とか、いろいろ書いてあります。分からなければ、後で質問でも何でも受けたいと思いますが、そういうことでやっております。

　今後の展開は、一度やったところから“また、やりたい”とのリピートという声がかなり高くなってきましたので、ぜひ、そのあたりを実現して、また、新たな仲間も改善していくように努力していきたいと思います。おかげさまで、いまだ空き店舗もなく、それなりに周りの方からも評価されるような商店街に今はなっております。以上です。

司会

ありがとうございました。いまいちど盛大な拍手をお願いいたします。ありがとうございます。

続きまして、長野市のお取り組みをご紹介させていただきます。長野市の皆様、前のほうにお願いいたします。

長野市では、並んでも行ってみたいお店づくりとして、アイディアややる気のある人たちを長野青年会議所と長野ＴＭＯが共同してサポートする「たしかなかたちプロジェクト」に取り組まれております。その実践者、すなわち、出店者のＡさんとしては、漁師料理鮪神楽店の店長、川越康広様をお招きいたしました。そして、そのサポートをされましたＢさんといたしましては、長野青年会議所の新井昇様においでいただいております。本日は、ドキュメンタリー番組として放送された一部もご覧いただきながら、その概要をお話しいただきます。資料は145ページになります。それでは、よろしくお願いいたします。

新井
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皆さん、こんにちは。長野県は長野市から参りました社団法人長野青年会議所の新井昇と申します。よろしくお願いいたします。

私どもの「たしかなかたちプロジェクト」は、私がその当時、副理事長で担当させていただいた時の事業でございます。本来であれば、その当時の理事長が来てご説明をすべきところですが、所用により私からご説明させていただきます。

「たしかなかたちプロジェクト」の経緯の概要につきましては、資料の中に用意してございますが、その当時のテレビのニュースソースを見ていただくと大部分理解していただけると思いますので、ビデオを、まず、ご覧いただきたいと思います。よろしくお願いします。

（ビデオ上映開始）

Newsアナ　　空洞化が課題となっています長野市の中心商店街について、今日と明日の２回にわたってお伝えしようと思います。今日は、街に元気を取り戻そうと始まった取り組みについてお伝えいたします。

スタジオには、取材にあたりました三好志奈記者に来てもらっています。

三好さん、まず、長野市の中心商店街、地理的にどんな場所かというのを改めてちょっとおさらいしておきましょうか。

記者　　　　　はい、わかりました。中心商店街といいますのは、大きく、こちらの長野駅から善光寺に向かいます中央通り一帯の商店街のことを指します。中央通りは善光寺への参道でして、通りを挟むように商店が建ち並んでいます。しかし、そごうやダイエーに象徴されるように撤退が相次ぎ、空き店舗は今年の７月４日現在で21にも上っています。

Newsアナ　　この空き店舗の数が21。若干良くなってはきているということなのですけれども、まだまだ深刻な数ではありますよね。

記者　　　　そうですね。こうした深刻な状況を何とかしようということで、長野青年会議所のメンバーが「たしかなかたちプロジェクト」という活性化策を立ち上げました。これは飲食店を出したいという人を全国から募りまして、審査を行って、資金面などで応援しようという、ちょっとユニークな試みなのです。今回は、こちらの４つの空き店舗の現状を取材したのですけれども、今日は駅に近い、こちらの空き店舗を対象にした活性化プロジェクトを追いました。

ﾅﾚｰｼｮﾝ　　　　以前は焼肉店だった空き店舗を下見する川越康広さん、38歳。下高井郡木島平村で飲食店を経営しています。空き店舗の家賃は月15万円。長野青年会議所が出店希望者を募り、優勝者には長野市が300万円を補助し、さらに、青年会議所の共同事業体、長野ＴＭＯが家賃の半額７万５千円を１年間負担します。川越さんは、16人の応募者の中から最終審査に残りました。

宮崎県出身の川越さんは、５年前、木島平村の馬曲温泉に移り住み、妻の恵美子さんと２人で、主に観光客相手の和食店を開きました。

店の看板は、宮崎県から仕入れるマグロを中心とした魚料理です。以前、流通業界にいた経験を生かし、魚を水揚げされたその日のうちに長野まで運ぶ手段を確保しました。また、鹿児島県の桜島の溶岩を鉄板や鍋に使った地鶏の焼き物や、舞茸の炊き込みご飯など、九州の料理を揃えています。

しかし、観光客相手では収入が安定しません。都市部への移転を考えていた川越さんの心を捉えたのが「たしかなかたちプロジェクト」でした。

今月８日、最終審査の日。審査に残ったのは、川越さんを含めて３人。自慢の料理を１時間以内に作ります。

審査の基準は、味や見栄え、オリジナリティなどの６項目。２人は、いずれも洋風の料理で挑みます。川越さんは、妻の恵美子さんと一緒にマグロを中心とした料理を作ります。

「グランプリは、エントリナンバー１番、川越康広さんに決定いたしました。おめでとうございます」

「川越さん、おめでとうございます」

「よかった。もう、それが一番でしょうね」

契約で、店のオープンは11月１日、大安と決まっています。青年会議所と川越さん、２つの夢が１つになって、商店街活性化への歯車が回り始めました。

（ビデオ上映終了）

新井

といった形で、だいたいの経緯なのです。

まず、私どもの長野青年会議所は社団法人ですので、いわゆる公益法人として、このように結果的に個店を応援する事業というのは、本来はタブーといいますか、いろいろな差し障りがあるのですが、今回、長野にもＴＭＯができるという形の中で、ＴＭＯと共同して何とか元気な街にしていきたい、一緒になって事業をやろうという取り組みを行いました。

今、流していただいたビデオは、ローカルニュースで放送されたものですが、最初からこういった形でマスコミを取り込んで、一つのエンターテイメントとして話題性を持たせ、市民の関心をこのプロジェクトに向けていただくことも考えておりました。このため、１次審査、２次審査、そして出店に至るというところをドキュメンタリー的というか、一貫性を持たせた形で事業に取り組みました。

もちろん、ＴＭＯの方ともいろいろな調整をいたしまして、本来であれば、経済産業省さんのＴＭＯ資金を使わせていただければ一番よかったのですが、なかなか策定がうまくいかない部分もありまして、結果的に、長野市の空き店舗対策資金を活用させていただいて、それにプラスαとして、私ども青年会議所がこのプロジェクトへの思いをいろいろな方にご説明に回って、協賛をいただき、このプロジェクトの資金とさせていただきました。

　そんな中で、川越さんに出店をしていただいたわけで、あれから２年たっておりますけれども、現状について、川越さんのほうからお話をしていただきます。
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川越

鮪神楽の川越でございます。出店までは、今のビデオの通りですが、ひとつ補足することがございます。ビデオでは、料理がメインになっているとふうに見えていますが、この前には、資金調達から事業計画全ての面接がございます。それが30分。どちらかというと、料理のコンテストというよりも、そちらのほうを重視されたコンテストでした。それがコンテストの補足事項です。

　出店しまして約２年になります。私も、前に店を経営しておりましたので、その経験から申しますと、開店の効果というのは長くて２カ月～３カ月です。ただ、今回の鮪神楽開店では、満席の状態が８カ月続きました。それから落ち着いていったのですが、現状でも、先ほど言いました事業計画に掲げた目標数字に対して、今のところ120％は行っております。

今回は、こういった形で、通常の個人の開店では、とても得られないようなバックアップをいただきました。そして、青年会議所さんが加わっていただいたおかげで、かなり今でも効果は続いております。以上が、開店から現在に至る経緯でございます。

新井

補足といたしまして、長野市には、2002年で、空き店舗が20数店舗、中心市街地にあったわけですが、このプロジェクトをきっかけに、たとえば、最終コンテストに残っていたもう一人の方も空き店舗にご自分でお店を出されたりとか、また、大変大きな空きビルに長野県内のいろいろなパン屋さんのパンを集めて一堂に食べられる、そういったカフェがオープンいたしました。これは、雑誌社のほうで私どもと同じような手法をやられた空き店舗を埋める事業でございます。

詳細については、お手持ちの資料のほうに大部分載っていますので、ぜひ、ご覧いただきたいと思います。ご参考になればと思います。よろしくお願いいたします。以上でございます。

司会

どうもありがとうございました。いまいちど大きな拍手をお願いできればと思います。

続きまして、取り組み発表の３番目といたしまして、神奈川県座間市の相武台南口商店街の取り組みをご紹介させていただきたいと思います。相武台商店街の皆様、よろしくお願いいたします。

相武台南口商店街では、駅裏という条件の中、商店街みずからがお客様に来てもらえるハードの整備と、お客を呼べるような様々なソフトづくりに取り組まれているとともに、個々のお店も、プロとしてのプライドのもと、高品質なサービス提供などにご努力されております。この実践者といたしましては、商店街の中心人物でもありますリカーショップますやの松橋淳郎様と、商店街のリーダー、Ｂさんとしてご活躍をいただいております相武台南口商店会会長の戸津信義様においでいただいております。本日は、スライドをご利用いただきながら、その概要をお話しいただきます。なお、資料は167ページからとなります。それでは、よろしくお願いいたします。
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戸津

こんにちは。相武台南口商店会からやってきました、私、会長の戸津と、副会長の松橋です。

私たちの商店会は、小田急線相武台前駅の南口に約120の店舗があります。その中で商店会に加盟しているのが約70店。その商店会でいろいろなことを始めております。

私たちの商店会、南口には、畑の中にできたイトーヨーカ堂があり、それを中心に、いわばコバンザメ商法的な形でできた商店街なのです。ですので、自分たちでお客を呼ぶという感覚はまるでなくて、イトーヨーカ堂が呼んでいたそのお客を私たちは取り合いしながら生きてきた、そういう商店が集まった商店会です。

それが、皆さんもご存じだと思いますけれども、10年前、日産の座間工場の閉鎖で、まず、第１段のバブルが弾けました。要するに、悲惨な商店街になりました。日産座間工場が閉鎖になってから、お客さんはまったく減りました。特に、飲食店が悲惨なものです。近くには約5,000人の日産の寮もありました。その寮の人たちは、“どうしてもお袋の味が食べたい”と商店街に来てくれていましたが、お袋の味を提供していた飲食店が片っ端からつぶれました。

また、そういう感じなものですから、イトーヨーカ堂も全然採算が合わないということで撤退してしまいました。

私たちの商店街を通る道は、畑の畦道が歩道になっているような道路なのですが、イトーヨーカ堂、日産が健在の時は、押すな押すなのお客さんがお昼から夕方までたくさん通っていました。しかし、２つともなくなった私どもの商店会は、もう誰も通りません。

そして、私の友だちであります隣の八百屋さんだとか、花屋さんだとか、いろいろ将来を語っていた友だちが一人ひとり消えていきます。これは僕自身もすごく残念で、悔しい。その悔しさや“今後どうしたらいいか”を畑の中に残った商店同士で、いかに盛り上げようかと２代目の松橋と一緒に手を組んで展開してまいりました。そんなことを報告いたします。スライドを見ながら説明を聞いてください。

このスライドは、上側が北口、下が南口です。北口には５つの路線のバス発着所があります。それに大きな駐輪場もあれば、駐車場もあります。タクシー乗り場もあります。本当に駅前らしい、すばらしい環境があります。

それに対して、南口商店街の玄関である南口駅前は、ただこれだけです。タクシー乗り場もなければ、バスのロータリーも何もありません。それでいて、みんなは“市役所に一番近い”、“南口は座間市の玄関口だ”と言います。だけど現実には、これが玄関口かと思うので、座間市の方や商工会、県の方に、いろいろな形でいろいろ話をしましたが全然、前に進みませんでした。

全然進まないのならば、“自分たちの手で何でもいいからやってしまおうではないか”と、お金が少ない中、商店会が無理をしながらも、自分たちでできる街づくりというのをやりました。

　第一は街路灯の設置です。現在、南口には、右と左の道があります。右側のほうの街路灯は、商店や民地に入った街路灯なので、どうしても商店街らしくない。そこで、歩道と車道の間に、このように夜になると、すばらしくきれいな街路灯を自分で考えて作ったわけです。基本的には、フランス風をイメージしまして、ちょっとポヤーッとしていますけれども、なかなか雰囲気があるものを27基作りました。

　それと商店街の顔、駅前の整備です。先ほどは、きれいな南口を見せましたけれども、昔の三角広場はゴミ溜めで、植え込みの中をちょっと探ってみると、マンガ本、空き缶、ペットボトルがたくさんありました。しかも無断駐輪も多く、駅に通うのに本当に嫌な思いをするような出入口でした。駅前南口の一番最初がゴミ溜めの出入口、これが私たちの街だったのです。

そこを何とか自分たちのポケットマネーで少しずつやっていこうということで、アーチを作りました。アーチは、このような風見鶏風の駅前にふさわしい時計台を作りました。

そして、その下にはベンチ。中途半端に、セメントや木で作ったようなイスでは、２代目、３代目、また、子どもたち、孫まで親しんでくれない。そこまで長持ちするような大理石のイスを少し気合を入れて、これもポケットマネーを出し、県と市の応援を受けながら、自分たちにしてみればベイブリッジ以上のお金を使ったというような感じのイスを作りました。

　さらに、イスを作っただけでは何の意味もない。これにふさわしい例え話みたいな、何かを作らなければいけないのではないかということで、“座間市と姉妹都市の関係にあるスマーナ市と姉妹商店会を結んだらどうだろうか”と、予算も何もなく、思いついたままに事を進めました。市長の親書を持って、スマーナ市長のロバートさんに姉妹商店会を結んでくれないかと行ったのが松橋です。このあたりのことを松橋から。

松橋

今、紹介がありました副会長の松橋と申します。

なぜ、私が、アメリカの中部、テネシー州のスマーナ市に行きましたかといいますと、私を取り巻く座間の環境が私をテネシーに向かわせました。ちょっと格好良すぎますかね（笑）。

それは置いておいて、とりあえず座間市をアピールするキーワードは３つあります。一つは、昨年５月に見事に落ちた大凧。その次は、関東地方最大の面積を持ちながら、あまり有名ではないヒマワリ。そして、相武台南口商店会の北側にある座間キャンプ。

私たちの商店街には外国人がすごくいます。そして、昭和39年の高度成長期に日産の工場ができました。このスマーナ市との関係は、みんな米軍の関係と思っているのですが、日産とも縁が深い。その日産の人たちが作ってくれた経緯がある相武台南口商店街を残すために、一人でテネシーに向かいました。

テネシー行は、２週間前に会長が行ってくれと３万円をもらい、また、タウンニュースでも報道されてので、親善大使という形で訪れました。

　座間では国際交流として、毎年、子どもたちの交換留学をしております。その留学では、白バイ隊が来て、空港からスマーナの市役所まで送っていってくれて、すごくいいところだぞと聞いていましたので、期待をしてナッシュビルの飛行場に降りました。しかし、出迎えてくれたのは誰もいない、そんな到着でしたが、訪問の目的である２つを行いました。

一つは、会長から言われた、２つの商店街通りの名前をテネシーストリート、スマーナストリートと日米交流を授けて付けるための伝達。もう一つは、モニュメントの作製です。その時、モニュメントは、半分仕上がっていたのですけれども、座間市長とスマーナ市長の顔を大理石に掘るということでやっていたのです。

とりあえず、座間とスマーナ市では、子どもたちの交流は始まっていますが、座間市のカラーを出すには、大人たちの国際交流というのが最も重要なのです。それを目的として行ったわけです。

戸津

商店街を活性化するためには、バカがいないと前に進まないのです。我々の商店街には、ちょうどいいバカがいまして、３万円を渡したらスマーナ市へ渡った。その結果、スマーナ市の名誉市民であるビクトリーさんという方が、私ども商店会に来てくれることになりました。名誉市民であるビクトリーさんはご高齢であるため、付添人の息子さんと一緒に来ていただきましたが、接待するのに自分の家に１週間泊まってもらいました。その費用や往復のファーストクラスの飛行機代は、全て個人負担です。商店会は３万円しか出しておりません。

だけれども、それで本当にすばらしいものができて、また、子どもたちまで語り継げるような良いモニュメントとイスができたことを誇りに思っております。

完成の時は、ビクトリーさんと息子さんが見えまして、市長をはじめ皆さんでテープカットをいたしました。

　その次は、エレベーターの設置です。先ほど申しました通り、私たち商店会は裏です。南口は裏で、北口が表。ロータリーもなければ、バスの発着所も何もない。そして、この階段を見てもらえば分かりますけれども、南口は、こういう直線の急勾配の階段だったのです。これでは、冬の寒い時や雨が降った時は、怖くて、また、上でちょっと転げたら下まで落っこちてくる命が危ない急な斜面です。これを何とか、少しでも座間の玄関にしたいという願いのもとで、私どもはエスカレーターの設置を考えました。そして、エスカレーターがほしいと活動を、住民の人たちと協力して署名活動をしました。

　これが署名活動をしている風景です。

　約6,800の署名を受けまして、自治会、地元議員さん、いろいろな方たちと一緒に、小田急の本社に行って、“これだけ皆が要望をしているのだから、何とかしてくれないか”という話をしましたら、“エスカレーターは万人向きではないので、エレベーターならば何とか考えてあげますよ”と即日ＯＫをいただきました。そして、それを持って市長のところに行きましたら、市長も“よく頑張った。ここまでおまえらがやる気ならば、本当にいい街ができるだろう”とエレベーターの設置が決まりました。たったの１週間です。こんなにみんなが困っていたのを活動して小田急本社にＯＫをもらってきたら、たった１週間で５億６千万か８千万円のエレベーター設置が決まりました。１年後には通る人がみんなが“商店会、ありがとう”、“助かりました”と言ってくれたのです。

　これはテープカットの模様です。“エレベーターでテープカットをしたのは初めてだ”と小田急本社や駅長も笑っていましたけれど、みんなで頑張ったのだからということで、このようなセレモニーをやりました。

このように商店会としては、盆踊り、ガーデニング等のいろいろなイベントのほか、大きな事業をやってきました。そして、ある程度私たちでできるハード部分は、大体済みました。あとは畦道、要するに側溝の上の歩道なので、人が歩ける歩道を造ってほしい。今回は、議員さんも、座間市の職員の方も、みんな大乗り気なので、恐らく今年中に３ｍの歩道ができるだろうということが決定されています。

　今度のスライドはソフトの面です。小学生と一緒にガーデニングを始めております。みんなで楽しく植えたりしています。

　それと、商店会では、空き店舗対策のもとで作った部屋があります。コミュニティルームですが、その中で、このように茶道を楽しむ会だとか、ハーブティーを楽しむ会だとか、いろいろな教室をやっています。この参加は、商店会員のレシート5,000円分を持ってくれば無料です。いろいろな券を発行する煩わしさはないので、こういう形でやりました。この中で、ひとつ妙案ができました。お客さんが5,000円のレシートを持ってくると、そのお客さんは、どこで何を買っているかということがわかります。ですから、“あそこでこんなものを買っているのだ。じゃあ、私は、あそこに負けないような店づくりや品物づくりをしなければならない”と、それを分析して、みんな頑張っております。

　あと、歩道ができたら、私たちは浦和のサッカーのように、街ぐるみで応援できるようなスポーツ環境を設けたい。近くに「かにが沢」という公園があります。そこに、ぜひ、みんなが遊べる総合グラウンドというのですか、野外スタジオみたいなものを造っていただいて、来たお客に喜んでもらえる商品を開発するかというふうなことを今後の大きな目標にして頑張っております。以上です。

司会

どうもありがとうございました。15分という短い時間でのご発表、申し訳ございませんでした。

それでは、これより、パネルディスカッションに移ってまいりたいと思います。パネリストの皆様、前の席のほうにお進みください。

このパネルディスカッションでは、コーディネーターの先生を中心に、ただいまご発表いただきました事例の深掘り行いながら、この研究会のテーマであります「元気な個店が生きる街」づくりに必要な視点やポイントについて、皆様とご議論してまいりたいと思います。

　改めまして、ご登壇いただきますパネリストの方々をご紹介させていただきます。

　このセクションのコーディネーターをお務めいただきます、長原マーケティング研究所代表の長原紀子先生です。よろしくお願いいたします。

　長原先生は、長年、顧客満足度調査や消費者行動等に携わり、また、それに裏付けされたお店づくりなどに携わられております。

　続きまして、中延商店街のＡさんとして大林清浩様。Ｂさんとして中延商店街振興組合副理事長の鶴田劭様。
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　続きまして、長野市のＡさんとして川越康広様。Ｂさんとして長野青年会議所の新井昇様。

　続きまして、相武台南口商店街のＡさんとして松橋淳郎様。Ｂさんとして相武台南口商店会会長の戸津信義様の皆さんで進めさせていただきたいと思います。

　ここからの進行役は、長原先生にお願いしたいと思いますので、どうぞ、よろしくお願いいたします。
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長原

最初から非常に盛り上がっておりまして、時間が超過ぎみですけれども、本日のシンポジウムの大テーマであります「マーケットの変化と街の魅力づくりを考える－ライフスタイル中心市街地－」というのを外さないように頑張っていきたいと思います。よろしくお願いいたします。

この研究会では、「元気な個店が生きる街」ということで、厳選された事例をご発表いただいたわけですが、本日のテーマであります「ライフスタイル中心市街地」ということで、前半の講演を受けて自分たち自身の街づくりとの関係で、どんなことを感じられたか等、ご発表の中にも若干ありましたけれども、マーケットの変化とうちの商店街といったことを、まず、お伺いしたいと思います。

　

大林

先ほど、基調講演の中のメインでありますライフスタイルの変化ですが、先ほど私も申し上げたとおり、お店を経営しておりますと、消費者動向というのが中々、分かりにくい面があります。しかし、常にいろいろな情報を耳に入れて、今、お客様がどんなものを欲しがっているか等は的確とはいかなくても、やはり、常にお客様の動向を見ていかなければならないと思います。そうしないと、商店街がいかにいろいろなイベントをやっても、その時だけで後は来ない状況になってしまう。やはり、常時皆様に来ていただくには、個店がそれなりに今の時代に合った商品を揃えて、お客様が関心を持つように個店が頑張ってもらいたいと思います。

先ほど、佐藤先生がお話になった“志をひとつにしたイベント”というお話に関連したことですが、私ども商店街には「ねぶた」があります。これはマスコミでも非常に宣伝されておりましたので、ご存知の方もいらっしゃるとは思います。いきさつ等を話しますとちょっと長くなりますから簡単に申し上げますと、青森の黒石市から本物の「ねぶた」を運び、また、私どもの青年部も３カ月くらいかけて自前の「ねぶた」を作り、それと郵便局とか、町会、保育園などと街ぐるみで約３時間の一大イベントを行っています。

資金の関係で、２年に１度の開催ですが、先ほどの佐藤先生のお話のように、志をひとつにして、消費者と一緒に参加して行うイベント、まさにそこに合ったイベントだと思います。以上です。

長原

大林さん、ありがとうございます。

　それでは、続きまして、長野市の場合について、「ライフスタイル中心市街地」というお話との関連でお話をお願いいたします。

新井

私どもの長野市は、今年の１月１日に周りの３町村が合併いたしまして、約40万人の人口がございます。その中で、善光寺から長野駅までの間が昔から栄えてきた中心市街地ですが、先ほどのビデオにもありましたとおり、ダイエーが撤退し、そごうが倒産して、空き店舗が生じている。

私は青年会議所の人間ですので、中心市街地で商売をさせていただいているわけではございませんが、地方都市、どこもそうだと思うのですけれども、郊外型の店舗が多くなりましたので、どうしても皆さん車で外に行かれてしまいます。そんな中で見ていますと、中心市街地の地盤沈下は、語弊がありますけれども、旧態依然の、商売に工夫がない等、外から見た者の目で見るとそういう感じになります。

　先ほど、佐藤先生のお話の中に、いろいろな年代によって、それぞれのライフスタイルとスポットがあるとありましたが、今、長野駅の周辺は若い人たちのスポットになっています。ただ、それから上っていく途中が、やはり寂れている状態です。

　そんな中で、旧そごうのあった市街地の真ん中に、今、再開発が進んでおりまして、郊外にありました信越放送がそこにビルを建てて出てくる。そして、そのビルは複合テナントになる予定であります。そういった形で、これから１年後、２年後には、人の流れもだいぶ変わってくるのではないかなと思います。

そして、これからは、先ほどのようなアートとか、中心市街地で毎年行われている夏祭りのような形で中心市街地を盛り上げていきたい。長野の場合は「びんずる」という祭りを毎年８月にやっていますし、冬には善光寺をライトアップをするイベントも私どもの青年会議所が主導になってやっております。

長野の場合はそんな状況でございます。以上です。

長原

ありがとうございます。先ほどの佐藤先生のお話から出ました祭りですとかアートといったような側面に感ずるところがあったといったようなお話をいただきました。

　最後に、相武台南口商店街さんの場合の今日の基調講演を受けて、我が街ではといったようなことをお願いいたします。

戸津

先ほどは、時間がなくて、何を言ったか自分でも分かりませんけれども、一つ言えることは、大きな工場だとか大型店とか、そういうものに頼った街づくりは“もう、やめよう”というではないかと思っています。

我々の場合は、日産座間工場がなくなっただけで、街が大きく変わってしまったのです。墓場です。それとイトーヨーカ堂がなくなって普段の買い物が全くできなくなってしまった。それに甘えていた商店も、ろくな商店はありませんでした。

そういう大きなものに頼った街づくりというのはやめて、何代も続けられる商店づくり、一店なくなってもすぐ補充ができて、商店街に影響がないようなキチンとした街づくりを今後は考えていかなければならないのではないかと思っています。そして、それに協力できるような商店会というふうな形を今、考えております。

とにかく、今、お客さんが来ていません。昔は、若い世代がたくさんいた商店街です。今は老齢化してしまって、子どもたちは全部外へ出ていっています。老齢化している南口です。ただ、現在、大きなマンションだとか、いろいろなものが少しずつできてきて、また、世代が代わって、新しい子どもたちが増えています。そういう状況に、いかに私たちが対応して頑張っていくかということを検討しております。

そのために、南口は、“みんな遊びに来ていいんだよ”とコミュニティルームを作り、“そこでお茶をやりましょう”、“ガーデニングもやりましょう”、“ボージョレヌーボーを楽しんでみましょう”と、いろいろな教室を用意しまして、その中で、お店の品物よりも店主の顔を覚えてもらうというところから取り組んでおります。

今後も、これをもっと強固にするために、ある新聞店と協力しまして、南口新聞という新聞を毎月発行することを企画しています。毎月1,000部程度ですけれども、そんなことも考えております。以上です。

長原

戸津さん、ありがとうございました。

それぞれのお立場で、ライフスタイルの変化ですとか、マーケットの変化という中で、商店街としての考えや、取り組みについてのお話をお聞きしました。基調講演にありました「不易流行」という言葉ではないですけれども、流行だけではなくて、変わらないものを築き上げていこうというお話が共通しているのではないかと思います。

　最初のご発表が、それぞれ15分程度ずつということで、お時間も足りなかったと思いますが、今まで、元気な個店が生きる街にするためのいろいろなお取り組みについてお話をいただいたわけですが、他の商店街について、おもしろいと思ったり、工夫したなと思ったような点はございましたでしょうか。

どなたからでも結構ですが、例えば、相武台南口商店街さんのほうで、中延商店街さんの例について、こんなことに感心したとか、そんなようなことはございますでしょうか。

松橋

副会長の松橋と申します。中延商店街さんでなくてもいいですか。質問を言って、嫌われないですかね。

長原

どんどんお願いいたします。

松橋

今回、空き店舗を埋めるために、青年会議所がかなり力を入れて埋めてきました。これにあたって、普通、私たちの座間市でも、青年部、青年会議所などの若手が新しいことをやったり挑戦したりすると、上からの圧力がすごいのですね。それで、私、今、背が伸びていないのですけれども（笑）。

ここまで成功するのに、そういう苦労話、一番大変だったことをちょっと聞きたいと思うのですが、如何でしょうか。よろしくお願いします。

新井

ありがとうございます。青年会議所には、20歳から40歳までの若手経済人の集まりではあるのですけれども、言われたとおり、先輩などからいろいろな話があります。

ただ、先ほどビデオにも登場しましたが、当時、飯島泰臣という理事長がおりまして、実は、彼は隣の市の出身なのですね。もちろん、地元では大きな建設業を営んでいる会社の副社長ですので知名度もあります。

そんな中で、いろいろなこともあるのですけれども、やはり理事長の思い、特に“この街を何とか良くしていこう”という思いがありましたので、私たち下に付く人間も“じゃあ、頑張ろう” となっています。ですので、そういった圧力は正直なかったと思います。

　また、その当時の市長さん、鷲沢市長という方は、実は青年会議所の出身者です。今も市長なのですが、鷲沢さんも私どもの事業に好意的で、行政だけではなくて“みんなで街づくりをしようよ”という方なのです。そういう状況でしたので、正直いえば、のびのびやらせていただいたのかなと思います。もちろん、しがらみとかは、いろいろありますけれども、理事長の飯島も“そういったことは俺が全て受け止める”と言っておりました。やはり、一人のやる気がみんなを動かすのではないかなと思います。そんな感じです。よろしいでしょうか。

長原

松橋さん、よろしいでしょうか、そんな感じで。

松橋

大変勉強になりました。

長原

ご自身も、いろいろ抵抗があって大変だというお話なのですけれど、どうやって乗り切っていらっしゃるか、教えてください。

ご質問の時、中々苦しいものがあるということでしたので。

松橋

どのように切り抜けたかですか。

はっきり言って、気合いで切り抜けただけです。気合と笑顔ですね。絶対にいいことがあります。ありがとうございます。

戸津

今の質問に対してですが、彼は酒造組合にも入っていまして、座間の名産品として何かを作ろうではないかと、ヒマワリ焼酎を発案して実行した人です。

先ほど、長野の方は、上がちゃんと認めてくれたので、やりやすかったという例ですけれども、私どものほうは逆ですね。非常にやりにくかった。個人的には、すごくやる気のある、モチベーションの高い人なのですが、それなのに、上は閉鎖的、儲からない事業はやらない。名物は云々。

けれども、そこに一つだけキーワードがありました。

頭にきましたので、市長宛に“このように頑張っている人がいるのに、何で座間市は応援しないのだ”と一言書きました。そうしたら早速、“私が全責任を持ちますから、頑張れ”という手紙が来ました。

それで彼は予算なし、自費で、あっちこっちに飛んで、今のようなすばらしい座間を代表するようなヒマワリ焼酎を作り上げました。やはり上の人が、いかに個人のモチベーションを上げるかということが一番重要だと思いました。以上です。

長原

ありがとうございます。

　中延商店街さんのほうからもご発言があるようですので。

鶴田

補助金の問題についてですが、役所はハード事業とソフト事業の補助金を一括りにして考えているというところがずいぶんありました。

我々がやっている商店街の活性化の個店の応援は、“商店街が永遠に光っているにはどうしたらいいか”というものですが、大体そういう事業は単年度で終わってしまうわけですね。我々の事業は、単年度ではとても終わらないので、そのあたりを考えてもらえないかということなのです。たとえば、街路灯を作る場合、何月何日まで作るという括りでやっているから、非常にソフトの事業がやりにくい。いわゆる単発のものしかできない。このため、我々の永遠のテーマである“いつでも光っているような街をつくろう”ということに対しては、施策がないということを痛感しています。

たぶん、これから座間の皆さんも同じように、ハードが揃えばソフトのほうに当然取りかかっていくと思うのですが、そのあたりのハードルが中々難しいと思うので、今からいろいろなことを考えておいたほうがいいのではないかと思います。

長原

貴重なご発言、ありがとうございます。

そのほかに、他の街の事例を聞いていて“こんなところをもうちょっと知りたい”というところはありませんでしょうか。長野県さんは如何ですか。

新井

座間さんにお聞きしたいのですが。

発表をお聞きしまして、仲間意識が非常に強く、かなり行動力のある人が多いみたいですが、実際のところ、商店街の活性化に対しては、どのような結果で表れているか、具体的にお聞きしたいのですけれども。

戸津

まだ、ソフト面では始めたばかりです。ですけれども、やり始めたら、すごくいいことがたくさんあるのです。先ほど言ったように、ハードはお金がかかりますが、ソフトはお金ではなくて気持ちです。今日、議員さんが座間市から７～８人来ています。それにボランティアの方も来ています。

実は「南口倶楽部」というのを作りましたら、そこに非常におもしろい、すばらしいボランティアの方が集まりました。たとえば、「ボージョレヌーボーを楽しむ会」を11月の第３木曜日に行いましたが、その時は、フランスからマルゴーという女の子が来てくれ、そこで、お料理だとか、言葉を教えてくれるのです。このような場を続けると、言葉やそういうふうなことを覚えたがる仲間が増えますので、ソフトの面では、お金はあまりかかりません。たとえば、「ハーブティーを楽しむ会」というのをやりましたら、だいたい５～６千円で済みました。予算がなければポケットマネーで行って、そんな感じで、どんどん仲間が増える。そんな形になっています。

長原

ありがとうございます。

それでは、中延商店街さんは如何でしょうか。ほかの商店街について、もう少し詳しく知りたいとかありますでしょうか。

大林

座間の方にお聞きしたいと思います。座間市さんでは、お金をかけない形でソフト事業をいろいろやられており、また、ハードといいますか、モニュメントづくりもやられています。私ども商店街も今までいろいろなことを試行錯誤でやってまいりました。

先ほど、“コバンザメ的な商いをしていて、ダメなところはやめていった”というお話がありましたが、残ったお店がどんなふうにして生き生きと商いをしているのか、そのあたりをお聞かせください。

戸津

残ったお店は、何時つぶれてもいいような感じです（笑）。ですけれども、気持ちだけは負けていません。ただし“頑張ろう”といって、すぐにお客が来るわけではありませんし、いい商品ができるわけではありません。でも、とにかく気持ちだけは元気になって頑張っています。

おもしろいことに、元気に頑張っていると応援してくれる人がどんどん増えてくるのですね。先ほど、マルゴーというフランスから来てくれた人の話をしましたが、今日、この会場にもいらっしゃいますけれども、いろいろな地域のボランティアの人が“あなた、こういうふうなことをやろうよ”と言ってくれます。その中に、お金がかからない工夫や応援者がでてきます。

たとえば、先ほど言いました毎月1,000部のチラシですが、実は、これは新聞なのです。それをある新聞販売店が“私の販売店の宣伝のためにタダで折り込みしてあげます”と言ってくれました。紙面はボランティアの方で埋めてもらおうと思っています。毎月1,000枚の印刷は、これもボランティアの方が“紙代程度で印刷してあげますよ”言ってくれています。そして、コマーシャル料として5,000円くらいを元気があるお店やアピールしたいところから集めてくる。

すると実質的には5,000円くらいで新聞ができあがって、しかも、コマーシャル料を含めるとプラスになってしまう。こういうふうなことを今、やろうとしています。

　そんな形で、やる気があれば人が集まってくる。協力してくれる人がたくさんでてきます。ということです。

長原

ありがとうございます。

　それでは、本日の参加者の方から事前質問ということで幾つかいただいておりますので、そちらについてもちょっとお話をいただきたいと思います。

　まず、空き店舗対策について知りたいということで、茨城県の方から質問がありますので、空き店舗が一店舗もないという中延商店街さんに、そのあたりの秘訣など、何か会場の方々にヒントになるようなことがありましたら、お話ししていただきたいと思います。

鶴田

現実に、今、空き店舗がない状態です。それは経済効果というか、そこへ出店すればペイできるという意識で来ていただくから、空くところがないという感じだと思います。反対にやめていく方は、ここ10年くらいは、かなり頻繁にあります。

しかし、以前だと１週間から10日くらいで埋まっていたのが、最近では、ちょっと長くなって、１カ月くらいはかかるようになっております。

ですから、我々、街にいる者も、なるべく高い家賃で貸せるような、いわゆる活気のある街を作っていかないとならない。そうしないと、たとえば、引退した時に自分の店を貸そうとしても思ったような収入が得られない状況になってしまいます。

よく“もう俺は、あと２～３年でやめるからいいよ。今のまま、何もしないでも、どうにかなるよ”という方がおりますが、それでは残っていく我々が困ってしまうわけですよね。ですから、そういう人たちにも、“とりあえず、元気のあるふりでいいから、一緒にやっていてくれ”と言っています。

　この秋「街のコンシェルジェ」というのを立ち上げました。ＮＨＫとか、いろいろな新聞で書いていただいたのですが、その事業は、商店街に高齢の来街者がかなり増え、こういう人たちに何かできないかなということで考えました。いろいろなツテをたどっておりましたら、ＮＰＯのバリアフリー協会という方が来て“こんなこともできる、あんなこともできる”とお話をされ、我々としても“これなら街の活性化にもつながるから、ぜひ中延でやってほしい”となったのです。が、肝心のやる場所がないのですね。たまたま半年くらいたった頃に空いたところが出ましたので、やっと滑り込んだというのが今のところの現状であります。

長原

ありがとうございます。ほかの街にもお聞きしたいのですけれども、質問がいろいろございますので、次にまいりたいと思います。

　次は東京都足立区の方からＴＭＯ活動との兼ね合いや、運営上のポイントも伺えましたらという質問をいただいております。

これは、ＴＭＯとコラボレーションを行ったという長野県さんにお願いしたいと思います。ご発表にもありましたＴＭＯとの連携というところで運営上のポイントを是非、お願いしたいと思います。

新井

ありがとうございます。長野ＴＭＯの認可がおりたのが2001年３月です。当初、私ども青年会議所のメンバーも、タウン・マネージメント・オーガニゼーションについてはあまり詳しくありませんでした。このため、地元商工会議所の指導、タウンマネージャーといろいろなお話をした中で、一番最初のＴＭＯ事業として「たしかなかたちプロジェクト」をやっていただこうとなりました。

当初は、ＴＭＯを通して経済産業省の資金をお貸しいただけるという話があったのですが、青年会議所が１年任期の中で結果を出さなければならない事情がありましたので、その任期の間では間に合わない状況でした。

それではということで、例えば、今、川越さんのお店がありますビルのオーナーさんとの折衝など、いろいろな交渉面をＴＭＯを通してやっていただいたりとか、その他の空き店舗の調査など、いろいろな調査もＴＭＯの皆さんに関わっていただいたりとか、いろいろなご指導をいただきながら青年会議所の主導で進めさせていただいたというような経緯です。結果的に、資金的には、長野市さんの空き店舗対策の資金を活用させていただきました。というような感じでお答えになりますでしょうか。

長原

ありがとうございます。

　このようなお答えでよろしいでしょうか。もし、何か追加でご質問があれば、マイクを回しますので、お願いしたいと思います。

　もう一つ、中延商店街さんへのご質問なのですけれども、個店改善において、個店の通信簿をつけた後の具体的なフォローをどうされているか。調査までは商店街で、その後は個店にお任せというスタンスなのでしょうか、というご質問が山形市の方から来ておりますけれども、中延商店街さん、お答えいただけますでしょうか。

鶴田

通信簿は、先ほど、お話したように、店主の喚起を促す、いわゆる啓発する一つの手段でありまして、通信簿をつけた全店に対して商店街が何かをするということはやっておりません。

その中から、自分の店を改善したい、または、改善したいが、その手法が分からない等の問題意識を持った方を、毎年５～６店舗抽出して、モデル店として改善していきました。中には“何でもいいから売れるようにしてくれ”という方も２～３ありましたけれど（笑）、そういう店は、いくらやっても埒があかないので、モデル店の候補としては挙げなかったですね。

　また、中には、“この店をこういうふうに直したら、もっと良くなるのにな”、“あれだけ名物のオヤジがいて、あのコロッケなら最高だよな”などという店もありましたが、逆に、こだわりが強くて中々改善にいかない。自分の歳とともに、だんだん衰退していっている店もあるのも現状です。

　ですから、ご質問にあった全店に対してフォローするということはやっておりません。

長原

どうもありがとうございます。

それでは、会場の皆様、いろいろとご質問があるかと思いますので、マイクを回します。どの方に、何をということでご質問をいただけますでしょうか。手を挙げていただけると助かります。

質問者Ａ

うちは川崎市の中原区のほうなのですけれど、「おかみさん会」を作りまして７年目になります。

「親会」と「おかみさん会」、行政との関係についてですが、行政の補助金、仮に100万円だったら80万円は支援するけれど、20万円は組合負担というケースがありますよね。そうすると「おかみさん会」としては20万円のお金がないので、「親会」から助けてもらわないと「おかみさん会」の事業ができない。このあたりについてお聞きしたいと思います。

　あと、中延商店街さんのイベント量が多いですよね。これはバブルの前と同じ数だと思うのですが、それに比べて減っているのでしょうか。

長原

前半の質問も中延商店街さんでよろしいですか。

質問者Ａ

ええ、結構です。

今、見ましたら、うちの商店街と同じようなことをやっているのですよ。しかし、売り上げが落ちる中、組合費を払うのが大変という店が増えています。その中で、ポイントカードを70店舗全部がポイントカードを出しているのでしょうか。資料には120店舗のうち70店舗がポイントカードの加盟店と書いてありますよね。この70店舗は、300円で１ポイントとか、500円で１ポイントという形でやっているのでしょうか。そして、加盟店全部がそれを出しているのでしょうか。

鶴田

今のポイントについては、100円で１ポイントという形でやっております。

商店街には128店舗ありますが、中には不動産屋さんとか、ポイントに関係のない業種のお店もあります。ただ、物販の方は大体８割くらいが加盟しております。そして、そこは完全に出しております。

商店街では、“ポイントカード、お持ちですか”というのを合い言葉に、必ずお客さんに声をかけるということを大原則でやっておりますので、出ないお店は商店街事務所に苦情が入ります。

質問者Ａ

うちのほうでも苦情が相当入るのです。うちでは苦情箱というのがありまして、どこどこのお店では券をくれなかったという苦情があれば、理事長とかの役員さんがそのお店に行って、“苦情が入っているよ”と一応連絡するのですけれど、“特売品だったんだよ”とか、“消費税をサービスしているからポイントカードが出せない”とか言われます。

そちらでも、そういうお店が結構あると思うのですが如何でしょう。お客さんから“あそこの店は出さないのよね”とかいうのはないですか。

鶴田

うちでも、そういうお店は２～３あります。けれど、お宅と同じシステムで、役員が行って説得してやるようにしています。

ただ、商売ですから、その店の目玉商品とかには出さないという問題は常につきまとっています。

あと、イベント数に関しましては、ここに書けないくらいやっています。

質問者Ａ

つきまとっていますか。そうですか。

イベントも組合費が大変ですね。

鶴田

それは、先ほどの相武台さんが言っているように、ほとんどお金がかからない形、つまり自分たちの労力中心のイベントを毎週日曜日というほどやります。寒くなるとお休みしますけれども（笑）。ここに書いてあるのは主なイベントで、大きなものだけです。

あと、婦人部と親会との経費は、我々の商店街は年頭に大体、予算化しております。

質問者Ａ

お幾らくらい、婦人部のほうに。

鶴田

そのあたりの細かい数字は分からないです。

こちらは本会計をやっていましたから、そのあたり詳しいと思いますけが、説明したほうがいいですか。

質問者Ａ

いいえ。後でこっそり聞かせていただきたいと思います（笑）。

長原

そのあたりは、後で詳しく情報交換をしていただければと思います。具体的な質問、ありがとうございました。

　ほかにご質問はありますか。ただ今のは、商店街さんからのご質問でしたが、商工会議所の方や商工会の方も多いようですので、Ｂさんの立場からのご質問等もあるかと思います。何かございますか。

質問者Ｂ

中延商店街さんにお願いします。

私は長野市から来ている普通の市民です。行政とは全然関係がないのですが、私たちの仲間でも、中延商店街のような個店の通信簿を出したらいいのではないかというアイディアがあったのです。が、その時に“向こうが求めていないのに出したら、「そんなの、頼んでいないのに、何で勝手にやるの」みたいなことを言われるのではないか”という意見もありました。“じゃあ、商店の人はどう思うかね”という話になっているのですが、中延商店街さんは向こうから言われたのではなく、こっちから全店に出されたと思うのですが、それに対して何か商店の人が嫌な顔をしたとかはありましたでしょうか。

鶴田

それは大いにありました（笑）。それこそ暗い道を歩けないくらいにブツブツ言われたこともあります。

ただ、その前にアンケートはもっとひどく、“二度と行きたくない店を羅列しろ”とか、“一番感じの悪い店を３つ挙げろ”とかというアンケートだったのです。それは、さすがの僕も皆さんに公表できなくて今も商店会の金庫にしまってあります（笑）。

通信簿に関しては、さっき言ったように喚起を図る、街のオヤジさんの目を覚まそうということでやったわけで、６割くらいの方は理解していただいたのですが、残り３割～４割の方には本当にブツブツ文句を言われました。ただ、逆に、それを機会にして事業を理解してもらった部分もかなりあります。

質問者Ｂ

仮に、もう一回やるならば、やはり事前に“通信簿を出しますけれども良いですか”と聞いたりされますか。それとも、今回と同じように、とりあえずこっちから提出するような形にしますか。

鶴田

その後も又やりました。そうしたら、文句も少なくなりました。

一般の消費者の方をモニターにしているので、“その人がそういうふうに見たんだから、しようがないじゃないかよ”で終わってしまった部分もあります。

質問者Ｂ

分かりました。参考にさせていただきます。ありがとうございました。

長原

どうもありがとうございました。

　ほかにご質問はありますか。お二人、手が挙がっていますね。お願いします。先に真ん中の方、お願いします。

質問者Ｃ

群馬県の鬼石町という人口七千人くらいの過疎地で、ささやかに商売を営んでおります。救いは観光地がありまして、冬に咲く「桜山公園」、これが県立であります。入込み客が20万人～30万人あって、また、下久保ダムの「三波石渓谷」など、観光地が幾つかあります。

私が、今、お聞きたかったのは、相武台の商店街の皆さんなのですが、先ほど、今日、議員さんを９人連れてきているとありました。これは得策だと思います。

中心市街地活性化法が通過いたしまして、やはり我々商人、商いを営む者は、行政とタイアップして、民と官が協力し合っていかなくてはいけないということは、私もよく分かるのです。なのに松橋さんが上のほうから頭を叩かれたということを聞かせていただいたのですが、確かに、その通りだと思います。

　そこで質問ですが、北口と南口、これを比較してお話を聞きたいのです。先ほど、行政の予算が付いたとか、ボランティアの協力とかがありましたが、北口のお話はなかったと思います。私が想像するのに、行政というのは不公平ではいけない、公平にというのを口癖というか、前提にいくと思うのです。それで、今までは南口のほうに、かなり予算を引っぱったというと語弊があるかもしれませんが、これからは北口と南口のバッチを付けた先生方、首長がどう判断するか、そのあたりのバランスとか、先行きの心配事というのを聞かせください。“いや、そんなことはないよ。南口のほうがどんどんもらえるんだよ”とか、そのあたりを聞かせていただければ、ありがたいと思うのですが。

戸津

予算の応援の力の強さとかは、北口も南口も公平に扱ってもらっています。ただ、問題は、やはりやる気の問題。

それと北口のほうは、もう玄関ができあがっているのです。ですから何も必要ないというような状況ですね。私たちから見れば恵まれた環境です。たとえば、私どもの裏のほうに回っていくバス路線のロータリーは、私どもの南口ではなくて北口、反対側にあるのです。わざわざ踏切を渡って、時間をかけて、しかも１区間の料金を多く払って来なければならない。せめて南口で降りたら、バスロータリーとタクシーくらいはある。それと安心して歩ける歩道を北口と同じように造ってほしいと言っていることで、“北口より、もっと環境をよくしてほしい”ということではありません。同じ環境、または普通の人が普通に歩ける・利用できる環境をつくっていただければ、“あとは私たち商店にお任せください”といっています。

私たちは、つくってくれた税金分は“ちゃんと利益を上げて税金でお返しいたしますよ”という心構えです。

長原

戸津さん、ありがとうございます。

　先ほど、手を挙げた方がいらっしゃいましたので、ご質問をどうぞ。

質問者Ｄ

横浜から来ました。行政職員ですが、長野市さんにお願いします。

行政で空き店舗対策ということで、いろいろ施策を行うわけですが、今回、長野市のメインストリートの中に支援を受けて川越さんが入った。川越さんのお店は、さっきのテレビニュースで、ほかには決してないものを使って、いいものをここで提案していきたいとあり、また、現在も120％を維持しているということでした。行政も、元気な個店が生きる街にするために、元気な個店が次々と生まれてほしいという願いがあります。

ただ、行政から見ると、もし一店だけを支援する場合は、一つのモデル事業が周りに火をつけて、ほかの元気を呼び出すということがある程度見えている、または、そのような事業に作り上げないと、一店だけというのは非常にやりにくいわけです。

先ほど、２位の方がオープンしたというお話がありましたが、既存の商店街の中で、川越さんが入ったことで、何か波紋が起きているのでしょか。心の波紋など、いろいろあると思いますが、それを実感されているかどうかをお聞きしたいと思います。

このあたりは、川越さんと新井さんのお二人から、そのような状況が地域の中に生まれているかをお聞きしたいと思います。

川越

先ほども言いましたように鮪神楽がオープンして、かなり長い期間、お客さんに入っていただき、現在でも120％くらいはいっています。場所は、正直いいまして、長野市の駅前からちょっとはずれており、どっちかというと裏になります。

ただ、ビジネスホテルが多い所でございまして、ちょっとした古い店がかなり集まっています。どちらかというと父ちゃん・母ちゃんでやっている店が多い。

どのくらいの影響が周りにあったかということを申し上げますと、そのあたりのお店にお客が増えたという話は、周りからお聞きしました。反対に、うちはホテルが近いものですから、かなりご紹介をいただき、また、リピーターとして、たとえば長野に仕事で来たときは、そこに泊まって来ていただけるというお客さんもあります。

こういう時代ですから、周りの店の入替りは確かに多いです。

ただ、人の流れはかなり明るくなった。今までは暗い通りで、歩く客層、特に女性が来るにはちょっと怖いようなところだったのですが、うちも意識をして提灯とか、かなり派手に作りました。今は、女性もかなり通るようになり、うちの客層としても増えております。

ほかに出店される店主がどうなのかということですが、実際のところ、空き店舗がどれだけ埋まったかということは、私は、そのことに関わっていないものですからデータとしては、掴めていません。ただ、知っている中では、４軒くらい、テレビを見て“こういう補助金があるのだったら、うちも出たい”ということで、商工会や市に行かれたという話は聞いております。それは青年会議所の方からではなくて、ほかの事業者の人からお聞きしました。そういう波紋は結構あったと思います。ただ、実際に開いたかどうかまでは、私としてはつかめていません。経営者の事情や業種によると思いますし、問い合わせれば誰でも開けるわけでもありません。ただ、先ほどのコンテストの方は実際に店を開いています。また先ほどの４～５件の問い合わせをした人のうち、オープンした人も何人か知っております。それだけは実例として、私が認知しているものです。

新井

私どものやったプロジェクトをきっかけに“続く人がたくさん出てくれるといいな”というのも、プロジェクトの一つの目的でもありました。そういった中で、いろいろな問い合わせを青年会議所にいただいており、その対応として、こういうハンドブックを作りまして、お渡ししたりしています。

　あと、補助金を一個店にという部分は、すごく難しい話だと思いますが、ただ、中延商店街さんの資料の中にも“一店が元気になれば、周りも元気になっていくんだよ”とありました。これは希望なのですが、行政の皆様にもこの点を理解をしていただけると、もっと街も良くなっていくし、例えば、先ほどの佐藤先生のお話の中にもありましたが、若い人が店を持ちたいなどという希望もどんどんかなっていくのではないかと思います。それが2002年にやった率直な感想です。そういった中で、長野市の場合は、この点を良く理解をしていただきましたし、いろんな批判はあるにしても、トップが腹を括って“そんなことはないんだ”と言っていただけましたので、やっている私たちもすごく助かりました。

長原

ありがとうございます。

　時間も押していますけれど、最後に「元気な個店が生きる街」ということですので、一番若い松橋さん、何か一言、コメントをお願いいたします。

松橋

最後の締めは得意ではないですが（笑）。

私は、アイディアや周りの人間関係などでは、個人店は大きい店に負けるとは絶対に思わないのです。うちは酒屋ですが、環境はすごい厳しいです。しかし、配達が伸びています。夜の高層ビルへの配達など嫌なこともありますが、嫌なことでも笑顔でやっていけば、小さいところが大きいところに絶対に勝てると思います。

いろいろ勉強になりました。何かあったら一杯やりましょう。皆さん、本当にありがとうございます。

長原

どうもありがとうございました。元気な個店から元気をいただいて、皆さんも、帰っていただければと思います。本日は、ありがとうございました。

個々のパネリストにご質問等のある方は、どうぞ、前のほうで、名刺交換等なさっていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。

司会

どうもありがとうございました。長原先生をはじめ、長い時間お付き合いいただきましたパネリストの皆様に、もう一度大きな拍手をお願いいたします。

以上をもちまして、中心市街地活性化シンポジウムは終了させていただきたいと思います。

　基調講演では、世代間で異なる市街地に対するニーズなど、実り多い問題提起があったと思います。そして、研究会３でも、街の元気は個店の元気からという観点から３地域の皆様にご発表をいただきました。

コーディネーターの長原先生、パネリストの皆様、どうもありがとうございました。

　最後に、お願いがございます。アンケートのほう、お席に置いていただくか、入口のほうに置いていただければと思います。







【東京都品川区】


♪「どこよりも生活感のある街」を目指す中延商店街


【長野県長野市】


♪長野青年会議所とＴＭＯが協働した「たしかなかたちプロジェクト」


【神奈川県座間市】


♪相武台南口商店街が育む個店のプライドと高質のサービス








